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日本列島の生い一立ちをさぐる

④一2

5-2四万十帯

四万十帯のいわゆる時代未詳の地層灘は白亜系と古第

三系とを主体としたもので一部には上部ジュラ系やそ

れ以前の中生界が含まれているかも知れない.またそ

れらの下位に古い中生界カミ伏在すると考えられる.

全体としては化石の産出がわずかであり地層は複雑

な擾乱をうけ鍵層が少ないので地質の層序区分や地

質構造が局部的地域を除いて正確に判っていない.

それ故に四万十帯の地層鮮は1時代未詳というよりもミ未

区分の中生界ミとよぶのが正しいであろう.とはいえ

最近では高知大学の甲藤次郎助教授をはじめとし多

くの研究者の精力約た努力によってその全貌がかなり

よく判ってきた.

A四国

A-1愛媛県

化石が豊富に産する四万十帯は宇和島付近でここで

は幾つかの地層群に分けられている.古いものからの

べよう.

北灘層群

宇和島南方の海岸に現われる四万十累層鮮の一部で下

限は未詳で泥岩を主とし砂岩をはさむ.厚さは600

mをこえ下部白亜系と考えられる.

下波層群

北灘層群の上に整合し下部は200～350㎜の厚さの

粗粒な堆積物上部は砂岩頁岩の互層で厚さはおよそ

400皿である.上部から1η06伽榊∫｡丘.αか{M州TELL

を産し薄い放散虫チャｰト礫岩を挾む.礫岩には

チャｰトや石英斑岩の礫がある.南予層群の最下部と

してあつかう者もある.

宇和島層群

下波層群の上に整合する厚さ3000mの地層である.

下波層灘を含めて南予層群として取り扱う者もある.

むつき

下部互層群最下部の無月泥岩層は1η0631伽〃ω乃｡凸砿

∫〃伽∫{3NAGAOandMATsUM0T0,五｡f.施∫〃｡θ〃∫応

N･&M･,菊石のん吻幽〃あツ｡θ'伽1切1α肋〃(YABE)

籍を産する.広1島大学の1神1予博士によると下波層の…

河合正虎

部と無月層とを併せて千代浦層(厚さ900m以上)とよノ)

でいる.下部の成川砂岩層の厚さは1100～1400mで礫

岩には結晶片岩花筒岩の礫カ漁られている.Z刀0C炸

αη吻Mωψ〃zεη3オ5YEHARA三角貝λμ0かを0ηわ"1{η0ブ

(YABE&NAGAO)等を産する.中部の;百引互層は

λ･〃伽｡ブその他を含み厚さは850mである.上部の

古城山砂岩頁岩層は厚さ約800mの地層で礫岩を挾む.

時代を示す化石には1〃06α伽〃孤肌｡ψ71κη5れ,五C£

η舳〃伽〃ケ,菊石のル1αg〃肋ツ6㈹)加1伽刎(YABE)

G"〃1ツ｡ω伽〃η3砂Z'c〃14〃工(JIMB0)G､肋〃〃カ切〃〃}

YABE1二)〃〃6∫伽∫3ω〃ブ｡ω肋1〃∫(YABE)γoみの1α〃〃･

ocω伽尼｡左｡主(JIMB0)等が知られる.

上部互層群下部の糧山礫岩層の厚さは570mをこ

える.礫岩は淘汰が不良で花開岩石英斑岩珪岩

ホルンフェルス変質安山岩粉岩チャｰト粘板岩

および黒雲母片岩等を含む.横山層を漸移する上部は

白浜砂岩層である.加06伽舳∫7舳〃1α舳ゴ帯に属す

るイノセラムスその他が産出する.かつて上部互層群

の上部とみなされた古城山泥岩層を中野博士は下部互層

灘の最上部としている.宇和島層群の下半はギリヤｰ

ク統上部階(?)から浦河統下部階上半は浦河統上部階

下波層群はおそらくギリヤｰク続の下部階に相当する

であろう.

A-2高知県

高知県では20万分の1高知県地質鉱産図によって

四万十帯が幾つかの地質系統に区分された.それによ

ると下から

堂ケ奈路層

下限は仏像線によって衝上され上限も断層で断たれ

泥岩を主とした地層である.下部は厚さが170mをこ

え砂岩を主とし上部は厚さ約2000mで鳥巣型石灰岩

砂岩礫岩チャｰトをはさむ.石灰藻ヒドロ類

サンゴ貝化石等を含み従来上部ジュラ系とみなされ

たが貝化石の類似性から宮古統と考えられてきた.

したカミって愛媛県下やその他の地方で鳥巣層鮮とみ粗さ

れたもののうち年は本属の相当層が存在すると思われ

る.木屑は一般に北傾斜であるが地層は逆転してい

ると思われ南に向って見かけの下部の地層が斯くなる�
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ものである.

葉山層

北限は西川断層または仏像線で断たれ堂ヶ奈路層ま

たは秩父黒帯の古生界と接する.南限も断層である.

堂ケ奈路層との聞には堆積環境の変化がある.砂岩と

レンズ状の泥岩との互層および砂岩からなる.レンズ

状の礫岩や石灰岩をはさむ.礫岩の一部は基底礫岩と

みたされている.このうちには礫にチャｰト砂岩

粘板岩石灰岩等を含む.上部めレンズ状礫岩には花

南岩酸性凝灰岩石英安山岩石灰岩等の礫が含まれ

る.厚さは約1300mである.化石は乏しいが土佐

市中島から宮古世後期を示す菊石PψZOCθ伽a伍力で一

ゐザ1ぬ凸1〃紗〃∫dScOTTを産する.他の化石には上

部白亜紀産に近いものも知られるので宮古狂いしギリ

ヤｰク統に当るであろう.

野々川層

下限は断層上限は須崎層に整合する.高知の南西

方から北東に向って葉山層の南側にわずかに現われるも

のと中村市の北側に広い分布を示すものとがある.砂

岩と泥岩とからなり礫岩の薄いレンズまれに輝緑凝

灰岩をはさむ厚さはつまびらかでないが数1000mに達

するだろう.ギリヤｰク統を主体とすると推定される.

須崎層

野々川層に整合し上限は断層で中村層と接する.

東は安芸市から西南西にのび酉は土佐清水市付近に2

.カ所にわかれて現われる.砂岩泥岩から祖りチャｰ

ト石灰岩玄武岩および輝緑凝灰岩を伴い数1000m

をこえる厚層である.須崎の近くから∫η066ηα〃舳

1エ｡ろ砿伽{3NAGAO&MATSUMOT0に似たものや菊

石のKα湖η3秒θ伽(多)ノ砂｡〃ごαMATSUMOTO等カミ採

取されている.化石によると宮古統下部階(?)ないし

ギリヤｰク統と推定される.しかし浦河統も含まれる

可能性がある.

中村層

上下面限は断層で断たれていて中村市付近に分布す

る･泥岩を主体として砂岩を伴い礫岩や石灰岩をは

さむ.礫岩には石英斑岩流紋岩および結晶片岩の礫

が知られる.1〃0cθ1伽舳∫0ル"ムα肌SAKALOW,工｡L

ツαろθ互NAGAO&MATsUMOTO,五伽伽むvar.

吻刎`"θ〃ψ0f切3NAGAO&MATSUMOTO,プ6α〃αパ

足1〃舳伽左3NAG.&MAT.のほか菊石G妙エ｡π06伽3

sp･,刀ψZo〃106㈹3c£110切〃6(WHITEA珊S)転石に

はG伽励ツ6ω伽(Wぴ肋棚ω)足の16主(F0RBEs)は等を

産しヘトナイ統に属する.

有岡層

すくも

四万十累層群の最上部を占めるもので中村から宿毛

湾岸にかけて地溝状に分布している.上限は始新統の

国ノロ層とは断層で接し漸新統の平岡層には不整合にお

おわれる｡泥岩を主として砂岩を伴い礫岩や石灰岩を

はさむ.菊石のG〃〃1ツ6〃伽sp.のほか1η06α柳舳3

加肋α{∫BOHM五五｡ツ勿｡伽洲NAGAO&MATSUMOTO,

τc£6え｡伽主∫YOKOYAMA,五〇肋肋肌等を含みヘ

トナイ統に当る.

A-3徳島県

徳島県下の四万十累層樺は目野谷層群とよばれる.

主として砂岩と泥岩の互層からなり一部に凝灰姶チ

ャｰト礫岩石灰岩をはさむ.礫岩には石英斑岩花

陶斑岩チャｰト泥岩等を礫に含む.石灰岩は鳥巣

型であってウニのとげやサンゴを含む.東西性の摺曲

軸をもって地層がくり返され傾斜は50｡以上で北または

南に傾く.厚さは2000mをこえる.時代は明瞭て

たいが化石によって上部ジュラ系ないし宮古統に当る

もので上部にはそれよりも若い地層が含まれるだろう.

亜紀伊半島

鴉一1西部

湯浅南方には仏像線によって秩父黒帯と四万十累層灘

とが分れるととは他地域と同様である.四万十帯の中

生界は一般に北から南に向って順次に地層が若くなり

摺曲は東西性の軸によって擾乱され北に傾斜すること

が多い.

由良層は鳥巣型石灰岩を含むもので上部ジュラ系

と推定されるカミことによると下部白亜系を含むかも知

れない.

井谷層は由良層の東方にあって由良層と同時代のも

のと考えられる.断層で秩父黒帯の白亜系二川層東

側で中部ジュラ系石垣層と接し南側を白亜系渤■1層と

分かたれ三角形の襖状で現われる.

てらそ虫

寺杣層は由良層に整合する.薄い礫岩からはじま

り砂岩頁岩にとみ一部にチャｰト石灰岩をはさむ.

貝化石には1〃｡cα柳舳∫やClκ〃α6αを産する.下

部白亜系とみなされる.�
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第71図紀伊山地中

湯川層は東方に現われる寺杣相当層である.井谷

層を整合におおうが一部では二川層と断層(?)で接する.

湯浅東方では秩父黒帯の幅は狭くなって南北に4km

足らずになることがありここでは秩父黒帯の二川層と

ほぼ同時期の湯川層とカミ直接に接する.その聞には仏

像線が存在するはずであるが断層は確認されていない.

寺杣層の南方には7.5万分の1御坊地質図幅におい

て地質調査所鈴木達夫技師(1938)によって北から南

に目高川統上部･同下部および印南統とよばれた地層鮮

がある.日高川統下部は頁岩を主としたもので石灰

岩やチャｰトのいずれも薄層を伴うもので南北面限は

推定断層で境され一般に東西の走向で南に急斜するが

南限に近い部分に向斜構造が見られる.目高川統上部

は砂岩頁岩から柾りチャｰトをはさみ輝緑岩の岩脈

に貫かれる.走向はほぼ東西で北または南に急斜し

多くの摺曲によってくり返されて広く東西方向に帯状に

のびている.印南統は砂岩頁岩互層からなるが局部的

に砂岩頁岩が優勢だところがあって互いに漸移すると

されている.礫措もはさまれている.さらに南側に

は牟婁統とよばれる地層があって北限は複雑な断層で

境されるが古第三系とみなされている.牟婁1統を古

第三系とすれば目高川統および印南統はそれぞれ下

部白亜系および上部白亜系を主体とすると推定される.

地質調査所の水野篤行博士はその南方の地層を紀南層鮮

とよび小型有孔虫から地質時代を始新統とした.牟婁

統と一連の地層であろう.

B-2紀伊半島中部および東部

名古屋大学の志井田功教授は吉野の南方の伯母峯付近

の四万十黒帯を目高黒帯とよんだ.ほぼ東西に外帯を

帯状にわかち北から長瀞(三波川)変成帯秩父黒帯北

帯同主帯目高累帯北帯同士帯とした.これらの

地層は一般に東西の走向で習曲しながら全体として北

に傾いている.そゐ地質断面と模式図を第71図に示し

ておく.各帯はいずれも断層で境される.秩父北帯

は千枚岩杖どの二畳系中下部立帯は二畳系を主体とし

見かけ上の最上部から紡錘虫のル036肋α幽伽αsp.を

産する.肩高北帯の伯母峯層群の中部はジュラｰ三畳

(?)系であろう.目高士帯は舟川および白川両層群か

らなる.舟川層鮮は上部ジュラ系であろう.白川層

央部地質断面図

群は見かけと同様に北が上位とされる.厚さは3300m

位で最上部に輝緑凝灰岩を伴うジュラないし白亜系

とみなされている.紀伊半島東部では仏像線の南側

の四万十累層灘が一般に北に傾斜することは他の地域と

同様である.この地層は的矢層群とよばれ北限に近

い部分から鳥巣型石灰岩が産出する.

秩父黒帯中の石灰岩を含む中生界は松尾層鮮とよばれ

た.また四万十帯の北部でこれに類似する地層も松尾

層群として一括され共に上部ジュラ系とみなされてい

た.最近では四国在とと同様に四万十累層群の一部で

北域では下部白亜系を含み南に向って地層が若くなり

上部白亜系たいし古第三系と考えられるようになった.

C赤眉および関東山地

赤石山地南西部の外帯では地質系統が断層でわかた

れて帯状に配列する.西側のジュラ系とみなされる光

明層癖はほぼ南北にのびこれと斜交して北から南に向

ってジュラ系(?)犬居層群三倉層鮮の原田層の一部

同じく田能屑ついで原田層の主部伏間層灘および瀬戸

川層群一大井川耕が分布する.

三倉層群は地層が一般に北西に急斜するが全体

として逆転していると考えられる.見かけの厚さは田

能層が5400m原困層は4600mと算出される.地質時

代は明確てたいがジュラ系を含む光明層灘より新しい

と推定されるので白亜系を主体としていることは間違い

たいだろう.

ふすま

伏間層群は北部で膜状に三倉層群中に挟み込まれる.

断層付近では圧砕されている.岩質は三倉層群の上部

ないし古第三系(?)の瀬戸川層群に似るので白亜系一

古第三系とみなされる.赤石山地の北東部では南西

部の延長が北酉側から小渋帯赤石帯および白根帯と

なる.小渋帯は古生界からたって光明層群および犬屠

層群の北側に現われ赤石帯は小渋帯の南側に白根帯

はさらにその南側にあって犬居層灘の北側に連なる.

白根帯は古生界赤石帯はジュラ系とみ恋されていた.

最近において赤石帯を構成するものは古生界であると見

る者もあるがなお一部に中生界を含むおそれが残って

いる.�
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赤石山地の外帯は関東山地の南部に連なるがここで

は帯状配列は北酉から南東に向かう.西部では北から

南佐久層灘および増富層群がある.南東に向って南佐

久層群は大滝層群または小河内層群増當層群は小仏層

灘とよばれる.南東部の青梅および五目市付近では

北側の古生界わ分布はかたり乱されて幾つかの襖状に

古生界のうちに中生界が挾み込まれる.すでにのべた

三畳系のほかに最も中生界の分布が広いものはいわゆ

る多摩川五目市帯でジ主ラ系と推定される多摩川お

よび五目市両層灘がある.南佐久小河内大滝多

劇U1五目市の講層群は鳥巣型石灰岩をはさみ特有の鳥

巣型の化石を産出し一連の地層とみなされかつ南佐久

層瀞から菊石のL脇αcoc67伽a鉦.物閉θ脳KOBAYASHI

を産出するので鳥巣層群に対比され上部ジュラ系を主

体としていることは間違い狂い.

増富および小仏両層群は化石を産川したいが

三倉層灘の延長部に当り北東に向って傾斜することが

多く全体として小河内層群およびその相当層と共に地

層が逆転すると考えられる.増富層群は厚さが10,000

mをこえ北限は五目市川上線によって断たれ南限は

新しい火山噴出物でおおわれるが南東の小仏層灘にな

ると衝上断層によって南側の漸新ないし中新統の御坂層

と接する.小仏層鮮は小河内層群らと共に部分的には

かなり千枚岩化しておりかつては古生界とみ粗された

ことがある.房総半島には南北および茜側は断層で

第三系と接し東側は太平洋にのぞんで小fム層癖に似た

地層が見出され峯岡層とよばれる.砂岩珪質頁岩

および泥灰岩からなり趨塩基性岩によって貫入される.

化石によって地割時代は決定されないが第三系より

は碩曲がはげしくほぼ小仏帯の延長部と推定され白

亜系匁いし古第三系とみなされる.

ヂ鱗捗許
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第72図九州の主要構造線と南九州四万十(累)雑の分滞

(楠本勇1962を簡略化す)

D九州

四万十(累)帯は砂岩頁岩および粘板岩の互層を主と

した単調な岩相カ城く露出し全層厚は1万数千mと推

定される.鍵層に乏しく大型化石の産出もまれで

常にはげしく摺曲され同科榴曲や断層によって擾乱さ

れる.九州地方の地質の分帯を第72図に示す.九州

大学橋本博士の資料を簡略化したことをお断わりする.

北から南に向って四万十帯は佐伯蒲江延岡高隈山

目南および熊毛の6帝に大別される､

第10表は橋本博士による各帯の地層の対比表である.

佐伯帯:野間池累層･川辺層群および一勝地層群か

ら租る.野間池累層は鳥巣型の化石群と鳥巣型の石灰

岩とを含む地層で薩摩半島の西部の野間岬付近にわずか

かわぺ

に分布する.上部ジュラ系である.川辺層群は佐伯

帯の南側にそって数kmの幅でのびる.鳥巣型石灰姶

を含みストロマトポロイドを産することがある.礫

措には花陶岩の礫を含む.古自亜系匁いしジュラ系で

ある.一勝地層群は仏像線にそって数km～10数k㎜の

幅で川辺層鮮の北側に分布するが南西部では野間池累

層と川辺層鮮との間に挾まれる.川辺層群とは整合た

ので多分新白亜系である.

蒲江帯:畑刑の北から南西にのびて人吉付近までに

達しこれから先には見出さオLない.一ヒ側に蒲孝]二層鮮

南側に北川屑鮮がある.北川層群は千枚姶質の部分を

含む.輝緑着を伴う.槻峯鉱床をはじめとし層状含

銅硫化鉄鉱の鉱床の恩着をしている.ジュラ～三畳系

とみたされる.蒲江層群は北川層鮮に整合するので古

白亜系～ジュラ系であろう.

延岡帯;延岡一紫尾山衝上の南側の地帯で日向層

群からなる.本層群は上下の2互層灘からなる下

錦10表九州南部時代未詳層鮮対比試案

1遮������
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九州
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第73図和泉滞の分亦図(中川衷三1961による)

部は泥岩にとみ上部は砂岩が優勢である.双方に石

灰岩のレンズを挾む.延岡付近の砂岩から有孔虫の

ア｡r庇眺Z砂1ユ"伽ξsp.や③6Zα〃1加αc£肋16を産し

鹿児島県揖宿郡開闘町入野から貝化石の"刎α(んε吻)

α〃1α伽1∫15Y0K0YAMAが発見されている.共に古第

三紀を示す.したがって大部分が音第三系であり一

音i;に新自皿系を含むかも知れない.

高隈山帯:特定の地層名は与えられていたい.粘

板岩は一部が千枚岩化している.輝緑凝灰岩チャｰ

トおよび石灰岩を伴う.古白亜系ないしジュラ系と推

定される.

目前帯:酒谷または目南層群とよばれるものとそ

の相当層で古第三系の漸新統上部または新第三系の中

新統下部層に当る.

熊毛帯:種子島および屋久島に分布するもので熊毛

層群から肢る.古第三系であろう.目南および熊毛

両帯の南西方の奄美大島から鹿児島大学石川秀雄先生

らによってギリヤｰク続の菊石86ZWη06伽∫(睾)sP.

が転石から得られたという.いずれかの延長がまた

は他の帯のものか明瞭でない.

6西南目本中軸部

西南目本中軸部において最も広く分布する白亜系は和

泉層灘である.ついで大野川層鮮カミある.他の白亜

系は分布は一般に狭い.

6-1和泉準地向斜

西南1ヨ本の南縁(領家帯の南側)にそって四国から紀

伊半島を横断してほぼ東西にのびる上部白亜系が和泉

層灘である.西部では早くから堆積が行なわれ東部

ではやや遅れる.基盤に対して若干斜交した堆積を示

し基底礫岩においては西部が時代的に古く東部が新

しいとみなされている.和泉層弾の南限は中央構造線

第74図和泉層群の模式断面図(小林貞一1941による)

によって断たれ三波川帯と接する.

和泉層群の分布は酉は松山の南西の海津から東に向

って讃岐山脈に連なり淡路島の南半部和歌1⊥1北方の

和泉山脈にのびるものが主で奈良県に入ると幅がせば

まり時には断続して奈良県東部の高見山付近でいった

ん消失する.その東方では中央線にそって一1焦々とレン

ズ状の小分布として現われ三重県の松坂の南西15km

勢和村上出および松坂南方12kmの多気町五桂池付近

等に見られる.四国における分布の概要を第73図に示

す.和泉層弾は一般に中軸から南方に片寄った部分に

軸をもつ一大向斜構造をつくるカミ和泉山脈の東部では

断層によって切断され南に単斜する部分や北に単斜

構造をっくるところもある.第74図に模式断面を示す.

この図は小林先生による中央構造線の変動の時階を示

したものを引用した.本属樺の上部から産する石材は

青味を帯びる砂岩で和泉石または青石と称される.和

泉層灘の名はこれからでたものである.

和泉層樺は厚さが1万mに近い厚い地層で堆積し

た期間は浦河最上部階からヘトナイ期にわたって期問

は比較的に短い.京都大学の故小川琢治教授は中央構

造線にそって生じた地向斜性内湾の堆積物とみたされた.

矢部名誉教授はその後に古生物学的な根拠によって公海

性堆積物であるとの説をとった.小林名誉教授は正規

の地向斜ではないので和泉準地向斜(pa附geOsync1ine)

の名を与えた.

和泉層群の北側の基盤は松山付近では領家帯を構成

する弱変成古生界讃岐山脈および和泉山脈等では主と

して花開質岩石であるが一部の地域では泉南酸性岩の

ことがありこれらを和泉層灘は不整合におおう.南

側の基盤は不明であるカミことによると一部は三波川帯

の岩石であるかも知れない.紀伊半島から東部では

中央構造線にそって破砕帯が顕著であっていわゆる庇

塩片麻岩(またはミロｰナイト)とよばれる.和泉層群

の一部は鹿塩ミロｰナイトの一部として取り込まれてお

り三重県下のものはこの種のものである.愛知県

北部から静岡県北西部(佐久間町河内付近)にかけて破�
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砕帯中に幅の広い部分は約1.5km延長が20kmにわた

って河内層とよばれる堆積岩が知られ産状は三重県下

の和泉層灘に似るが地質時代は明瞭でない.中部九

州で和泉層群帯の西方延長部には大野川層鮮御船層

灘御所浦層群姫浦層灘がある.これらの地質時代

は必ずしも同時代とは限らないが広義の和泉準地向斜

帯の一員とみたすべきであろう.また関東地方の銚子

付近の白亜系もこの帯に属する可能性があるし関東山

地の三波川帯と三波川領家両帯の境付近に見られる白

亜系も和泉準地向斜の延長部に当る可能性がある.い

ずれも今後の研究にまたねばならない.

泉南酸性岩類

和泉山地および淡路島の一部で和泉層群の基盤をなす

もので酸性凝灰岩質の部分カミあり白亜紀噴出岩の一

部とみなされる.領家帯の新潮花開閃緑岩類をおおう

とみなされるが産状は必ずしも明瞭でない.ことに

よると新期花崩閃緑岩に貫かれるかも知れない.

和泉層群

和泉層灘は特徴の少匁い礫岩砂岩頁岩が交互に重

たる厚い地層で側方および上方に向って岩質変化がはな

はだしく層序区分が比較的に困難である.大きくみる

と層相上にくり返しがあり2つの互層群(3つの唖層

群とみなす者もあるがここで2つとした)にまた各亜

層構は2ないし3回の累層に分けられる.

A和泉山脈の和泉層群

下部互層群下部累層最下部の笠山礫岩層は厚さ10

～50mの基底礫岩からはじまり上部には砂岩を伴う.

場所によっては尖滅しまた450mと異常に厚く租るこ

'ともある.奈良県下ではミロｰナイト化し圧砕角礫岩

となる.礫岩には花陶岩粘板岩石英珪岩等の礫を

含む.汗ノ谷頁岩層は多くの貝化石を含む.菊石で

はG伽必ツ｡〃伽3〃α肋η2(JIMB0)var.ク伽沽加α加

MATSUMOTO,月α6α肋ωsp.,1V6ψ伽〃｡cε湖3sp.cf.凡

ω〃ψ閉舳〃MATSUMOTO,肋6切ゐ6伽(s.s.)尾｡ろ〃仏

5舳(SHIMIzU)二枚貝では1〃0c舳η舳sp.(C£工

刀伽〃1α舳士又は0伽肋"∫α〃必妙αの幼殻)α伽ZZα6α,

三角貝の庇肋祝砲0〃加31必｡ηα肌(JIM0B)Aμo玄梅｡一

〃α仰伽｡ゾvar.舳〃是｡1NAKANO等のほかコダイアマ

モんτ加0尾03な伽3種が知られている.場所によっ

て波夫頁岩または滝ノ地層とよばれる.厚さは150～

500mである.

きんψうじ

上部累層金熊寺砂岩礫岩層は砂岩中に不規則に礫岩

を伴い凝灰岩の薄層を挟む.礫岩にはチャｰト粘

板岩砂岩等の礫を含む.厚さは東方で薄い350～

わらぺぱた

750mである.愛宕層ともいわれる.童子畑砂岩頁岩

層は頁岩が粘板岩質で凝灰岩をはさむ.厚さは450～

1250mである.植物化石か知られている.第75図に

白亜紀三角貝の若干を示す.

P!〃｡〃な｡"あρod〃伽τ刎三5(Yo“0H^H^)

高知県佐川盆地宮古統産

(小林貞一中野光雄1958原図)

R旭舳r晦｡がa舶蜆｡尻伽蜆5お(N州州｡)

興本県八代八代層産

､小林貞一中野光雄1958原図)

んa仙0!叱㎝あ㎜Oτ1舳｡

Y酬^舳

高知県香美郡富古統産

f小林貞一中野光雄1957原図〕

鶴磯鮒湾尊漉駄

(l11野光蛾1961原図)

第75図

〃伽㎝肋榊刎a脇"洲固閉

(Y眺･舳山･り伽加

Ko舳Y^馴岳N^κ州｡

(小林貞一中野光雄1958原図〕

舳脇辮箆織繍錨鮒

{中野光雄1958原図〕

〃たroけ'9o刊'ao"M1-ofN一}^m

鹿児島県小,憎脇蝸榊削榊三三

(1舳先雌1957蝋図〕

三角'月

月印｡〃な｡πあ伽=蜆｡r(Y^蛆凸N^c^o)

北海道石狩郡幌内トりコニア砂時確

(中野光蛾1957帆剛

の賭干租�
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上部互層群

下部累煽下部に礫岩をもつ砂岩頁姶の互層で凝

っづらぱた

灰岩を挾む葛畑層からはじまる.厚さは湖～2250m

きようし

である.場所によっては孝子砂岩礫岩層または風吹峠

層ともいわれる.下部から貝化石が産出する.根来

層は凝灰岩をはさむ砂岩頁岩の互層で葛畑層または孝

子層の上部とみなされていたこともある.厚さは450

～1000mである.上部累層名手層からなっている.

礫岩砂岩頁岩の交互からなり緑色砂岩の発達が著

しい｡童子畑層より上位の地層の砂岩は和泉石として

稼行される､名手層の厚さは200～1000mである.

B淡路島の和泉層群

下部互層群

下部累層津井礫岩層は娘南酸性岩類および花筒岩類

を不整合におおう.厚さはおよそ200腕である｡礫

には石英斑岩チャｰト粘板岩等がある.湊頁岩層

は厚さカミおよそ400～500mで下部に凝灰岩をはさむ.

菊石では肋閉肋06伽∬伽加｡{6α加YABEC伽〃｡c伽3

cf･60ηψ陀∬〃π,D乞勿榊｡σα伽αωφ{例∫ゐ(YABE)

H伽伽5sP｡等二枚貝で"06伽〃舳｡グ{伽〃ク∫,0竈κ必

zαω讐のほかエビの化石もある.

上都累層鎧崎礫岩砂岩層は部分的に側方に岩質を変

じ砂岩頁岩が優勢たことがある.下部に1～2枚の

凝灰岩をはさむ.厚さは900～1400mである.植物

イビ石Z"〃砂1り1〃〃〃6〃｡み加〃舳(ETTING)が知られ

る.志知頁岩層は砂岩を伴い礫岩および凝灰岩をは

さむ.厚さは600～1000mである.∫刀06ε1伽舳3ろαム

伽`3var･¢oツψ伽5ゐNAGAOandMATsUMOT0等一

の二枚貝やGμ励ツ･ω伽sp.,曲6切3{o･〃岬必｡o〃ψグ脈

3〃50み30Z6切∫MAT§UMOT0Bκ〃伽3sp.Cα舳606-

3閉∫ξsp.D物〃π06㈹∫αωψ伽ゐ(YABE)等の菊石

を産する.

上部互層群

下部累層北阿万砂岩層からなる.3つの小さい輪

廻が見られる.数枚の凝灰岩を挾む.厚さは下部

中部および上部がそれぞれユ200～15001200～1500およ

び200mである.化石の産出はあまり多くはないが

数カ所から二枚貝の1〃｡む㈹〃〃5ろαZ比1ωBOHM工

a旺･伽`州^(YOKOYAMA)五肋｡〃肋舳∫MATsUM0TO

等のほか菊石の肋6〃伽∫c£吻ψ1αFORBEsウニ

コダイアマモサメの歯亀の中等が知られる.

上部累層灘砂岩礫岩層は頁岩と凝灰岩を伴う.

厚さはおよそ1100mで肋06〃伽〃刎1肋｡〃αあ7吻∫等の

貝化石棺物化石q伽伽肋α鵬｡α〃αKRYSHTウニ

等が産する.下灘綱砂質シルト岩層はシノレト質細砂岩

を伴い厚さは370mをこえる.二枚貝∫η06舳〃1〃5

αωψ｡舳加MAT象菊石!〉;幼乃"06α伽｡0"一"棚舳,凡

肋舳5舳舳わ泌θ1伽Z肋･･,λ舳gα･伽･伽〕ツ･･脾

3θ〃36MATs･,G〃4あツむω伽(τ1θ1切1切∫)虎僻1'(F0RBEs)

伽1り淋α…1伽･l1伽舳ヨR舳6ω･ψ1㈹…わ･･Z伽,

C伽4oo舳∫c£舳Z差メむ05棚舳MATs.,植物化石③脇

伽肋α脳0α肋讐が知られる.下灘白色砂岩層は一部

にシルト岩や頁岩を伴い凝灰岩礫岩炭質頁岩もあ

る.厚さは260mをこえ上限は不明である.下部

に化石を含み時代決定に役立つものには1〃06ω伽舳5

αωψ舳5チ∫,菊石皿肋g0〃伽5(8αg伽1ゴ〃伽∫)sp.ら

しいもの笛が知られる.

C讃岐山脈の和泉層群

下部重層群

讃岐山脈西部で厚く3800m中部1900m東部で2500

m高縄半島(西条以西)では900mである.四国の

西部と中部では下部互層灘は詳細な区分カミできがたい状

況を示すカミ讃岐山脈の西部と東部では岩質が変化して

かなり細分されている･これは堆積盆地の中心の移動

に伴った特有の現象とみなされる.中部地区では下部

累層と上部累層との境は明瞭で祖く西条以西の地域で

二ろぴいし

も同様である･中部地区の下部は転宿礫岩砂岩猫で

礫岩を主とし砂岩を伴い頁岩や炭層をはさむ.礫

岩には他の場所と同様に花陶岩花開斑:号および石英斑

岩の礫を含む.厚さは75～640mで東に薄く西に

厚く柱る.8励1〃伽〃〃α(篶ん舳〃α)肋〃1〃切

(TOKUNAGAandSHIMIzU)等の貝化石や1コダイアマ

モが産する由西条以西と東部地区では明瞭に2層に分

かれるが西部(讃岐山脈西部をたんに西部とよぶ)で

は2つの堆積輪廻カミあって4層に分けられる.西条以

西では下から黒滝互層(礫岩砂岩頁岩層厚さ750

ぎし

m)と木地亜属(砂岩泥岩礫岩層750m)の下部カミ下

部累層に属し西部ではみなみ礫岩(400m)鳥越互

層(250～250m)たのの砂岩(1300m)落合互層(300

m)の下部東部地区では城山礫岩砂岩(100m)およ

びつぱさ山砂岩層(30～200m)の下部カミ転覆礫岩砂岩

層に相当する.西部の諸属には所々に凝灰岩をはさむ.

また黒滝層には“η他｡〃加"∫泌0伽1曲C£Var〃ユ{〃｡τ･

YABEandNAGA0そク)他が鳥越層からは1〃｡c舳〃〃5

伽肋ωBOHMvar.物ψω1曲NAGAOandMATSU-

MOTO等城山層からは8加{舳α〃1θπα(ツθん舳肋)

ノ砂｡η加(YEHARA)等つばさ山層から8滅洲伽ηθZZα

(8θ后｡炉な｡刀加)3ん加｡ゐα7切KOBAYASHIandAMANO

万10661伽榊5ろαZ此〃∫のほか多くの貝化石が産出する.�
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第76図四国における和泉層灘の模式断面図

(原著どおりの区分を示した高さに比して距離は著しく縮少されている

在かとう

中部地区σ)上部層に当る.中通頁岩層(厚さ2,770

m)に当るものは茜染以西で荒木谷泥岩(厚さ1,400

m)西部では3輪廻の3層からなりえびすくい泥岩

(900～2100m)うんぺんじ砂岩(1200m)いのはな峠

互層(500m)で東部では3～4輪廻の5層からなり

ひけた泥岩(800～1,700m)洗足亜属(250m)坂本

泥岩(150～ユ200㎜)みやがうち互層(0～1000m)

およびおやま寺亜属(1200m)である.中通層の中部

および荒木谷層の下部には砂岩にとむ部分があるので

これを境として2つの堆積輪廻が示されるものであろう.

これ亭の各層の多くは1枚ないし数枚の凝灰岩をはさ

む｡またしばしば地層の厚さは東に向って減少する.

化石は中通層から肋06θ榊舳｡5伽〃α｡∫,五伽〃α〃Var.

物ψ0伽〃∫その他をえびすくい層からも同様のもの

ひけだ層から8蛇加刎伽舳〃α(乃乃伽棚α)プψo〃σα,

1二)北伽〃06θ'伽α砂4如月3θ(YABE)ル06θ閉〃吻∫5αZ北1`∫

αα♂ψ〃必なαα〃伽〃∫OIsHI,サ

ンゴコダイアマモ等おやま寺層か

ら'菊石刃㈹"0C舳∫Φ'9f"0主`乏α"

YABE,ウニが産出している.

等坂本層からDめ肌06θ1伽㈹ψ6ηκ,コダイアマモ

等みやがうち各層から菊石ではDめ〃肌θ1伽

㈹勿如舳,!〉;砂似Zo06舳〃｡榊ゴ舳θMATsUM0TO

肋1〃物3sp.P,二枚貝のZη0c伽1舳8sp.,植物化石

第11表和泉層

上部互層群

中部地区の上部互層群は上下の2累

層からなる.他の3地区ではいず

れも上部累層を欠き西部では下部累

層も欠けている.

叫リ11衷三1961による)

下部累層中部地区では堀囲砂岩

勝浦頁岩からなり四条以西では程野互層則之内互層

および大根凝灰質層からなる.堀田層は砂岩頁岩の互

層で礫岩凝灰岩をはさむ.厚さはおよそ1400mで

コダイアマモを含む1勝浦層は頁岩砂岩の互層で上

部に凝灰岩がある.厚さは540～1000mで西方に向っ

て厚くだる.サンゴやコダイアマモを含む.程野互

層は凝灰岩からはじまり砂岩にとむ頁岩との互層で

厚さはおよそ600mである.化石には11z06ω伽〃ωc£

ろα肋α8Va｢.物ψα舳3がある.則ノ内層は厚さが

250mで1刀06㈹〃伽｡£κ1〃サ〃〃を産する.凝灰

岩を伴う.大根層は砂岩凝灰岩頁岩から枚ゆ厚

さは200m位である.二枚貝や巻貝を産する.東部

の下部累層はおさかごえ互層で最下部に凝灰岩礫岩

砂岩等がある.砂岩頁岩の互層で厚さはおよそ

2500mもある.貝化石やコダイアマモを産する.

上部累層下から川東砂岩宿仏頁岩層中野砂岩お

よび岩倉泥岩層からなって2～3回の小輪廻カミある.

川東層は頁岩を伴い礫岩や凝灰岩をはさむ.厚さはお

よそ!570mで菊石のPo妙批ん｡ε舳∫cf.1･α湖4伽〃〃

郡の対比表(中川衷三1961による)
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(YOK0YAMA)〃めη〃｡cω伽ωωψ311∫6やコダイアマ

モ等を産する.石仏層は砂岩を伴う.菊石の

P･紗桝1…ω伽･£ん舳4舳伽,D伽…伽･肌雌

伽舳や二枚員化石等を多く産する.中野層は砂岩頁

岩の互層で礫岩を伴う.厚さはおよそ500㎜である.

岩倉層は厚さ約500mで菊石の破片が産出した.

和泉層瀞は地域によって堆積輪廻の明瞭祖ところと

不明瞭なところがある.したがって単に輪廻によって

地層を比較することは必ずしも当を得ない.この岩質

変化を徳島大学中川博士は第76図のように説明し四国

における地層の対比を第11表に示した.表に示される

ように中川博士は3つの亜層群とされている.

このような特殊な堆積環境は和泉層灘の堆積中にその

中心が間渇的に逐次に東に向って移動したものである.

和泉層灘は南側に中央線をへだてて三波川帯と接するが

三波川帯を不整合におおったところは知られていない.

また和泉中には領家帯または内帯側からの物質は供給さ

れているカミ下部互層灘には結晶片岩礫はほとんど見出

されていなく上部互層鮮にたると見出される.また

和泉層群上部から石材として得られる和泉石または青石

と称される岩石は緑色をおびる.東北大学故八木次男

教授が和歌山県中津川産の石材を研究した結果によると

和泉石には緑泥石が多く含まれていわゆる青石となって

いる.石材に含まれる重鉱物は組成から塩基性岩から

物質カミ供給されているといわれる.これらから下部駈

層群には三波川帯の物質の供給はなかったカミ上部になる

につれて次第に豊富に供給されてきたことが削る.

6-2中部九州地帯

和泉準地向斜の西方延長に当る中部九州の臼杵一八代

構造線の北側(四国の黒瀬川構造帯に似た性格の地域で

もある)に白亜系が分布している.新しい火山噴出物

狂どにおおわれて断片的に見出される.大分県大野川

流域熊本方市御船地方

天草諸島などの白斑系である.

A大野川流域

臼杵付近の白亜系は北東側に三波川帯北酉側に領家

帯南西側に秩父黒帯といずれも断層関係にある.一

部に不整合で古生界をおおう.第77図に地質調査所寺

岡易司技官による基盤構造の概念図を掲げる.未発表

であるが寺岡博士の了解をいただいた.この付近の中

生界は和泉層灘と外和泉層群との双方に似た地層であ

りまた秩父黒帯中の白亜系との関係を考察する上に重

要た手がかりを与えるであろう.しかし新開山部

侃楯山の諾層は秩父黒帯中のものとして前にのべた.

A1木山の結晶片岩B:三波川変成岩､''

C:咀巴後変成岩･間ノ谷結晶片岩･!

宮原花商閃緑岩1

D:朝地変成岩･花筒岩類､!

E:国東半島の領家変成岩･花開岩類/

戸:水越層(上部二畳系〕､''

G:西川内層`古生層り/

H:御船層群`宮古織鍛上部階～ギｰ!ヤｰク統1

1･J1大野川臓灘｡!

fl:富古紙鍛11洲機一ギ1け一一夕書流

J=浦河統〕1九球iil

K:填;火欄{｣二部1｢1榊系?〕■△

一㌧'､

/･､山

'■'呂

1･ム(卿

中“σ““トi}

高千粥.

別府湾

一一〆

大野川層群

古期の岩石を不整合におおって最も広く分布する白

亜系である｡礫岩砂岩頁岩のくり返しからなる非

常に厚い地層で順次に上に重たったというよりもむ

しろ側方に(将棋だおし状に)重たったデルタの前面層

(forestbeds)のような姿勢のものと思われている.

多量の物質が隆起する山地から絶えず供給されると共に

堆積盆地が急激に沈降した.基盤をつくる堆積岩のほ

か花開岩石英斑岩安山岩流紋岩等の礫も多く含

まれる.東部ではこれらの岩石のほかに結晶片岩千

枚岩類の漂礫や巨礫が淘汰不良の状態で混在する.ま

た諸所に同時侵蝕を示す頁岩の角礫を含む砂岩もある.

地質調査所の寺岡技官によると3互層群に分けられ'下

部亜属群は霊山層奥河原内層中河原内層柴北懸に

中部互層群は犬飼層鳥岳層武山層に上部互層群は

水ケ城山鰯海辺層に区分される.霊山層上部には

1〃06θ1η〃1伽み0ゐ挑3･1∫ゐ帯奥河原内層～犬飼層は五

㈹ψ榊1∫ゐ帯烏岳層～海辺層は五"ηα肋36舳ゐ帯

全体としてはギリヤｰク～浦河統に当る.摺曲軸は雁

行しながら南限の臼杵一八代線に近接して並走する.

!南西部カミ下部で順次に北東に向っ

内/て上部の地層カミ堆積し東に向っ

て沈む複向斜をつくる.地層は

//軸部が最も厚く層相は変化がは

て･㌧…踊なはだし/かつ層相変化の境は

地層の走向を横切って臼杵一八代

線に平行的に変わる傾向があると

1､､嫁㌣.蛸二狐灘㍑1票

しいことは地層の堆積中に顕著な

地殻変動が行なわれたことを示す

であろう.地質時代はやや異な

304050吐血

るが堆積相は和泉層灘に似てい

第77図九州東都基盤構造概念図(寺岡易司1965未公表)�
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る.主として堆積盆地の北側から物質の供給をうけた.

北側の三波川帯は周囲が正断層に囲まれた地塊であるが

一部では緩く嬢く断層で大野川層群の下にもぐり込み

この断層にそって古生界らしい礫岩を含む地層が挟み込

まれる.ここでは中央構造線に当るものは不明瞭だが

地質系統の分布からみて大野州層群の下位に伏在する

だろう｡

6-3御船地域

熊本の南東方には大野川層鮮の西南西の延長部に御船

層弾がある.基盤は大野川層群とは異恋って領家帯

の南西延長部とみなされる(領家帯と見柱い者もある)

肥後片麻岩帯の北側に位置し御船層群は北側が三都帯

とみ粗される結晶片岩南側が二畳

系と不整合関係または断層関係にあ

る.若い火山物質狂どでおおわれ

る.

6-4天草諸島とその付近

御所浦I島と南西の獅子島には御所浦層鮮天草から南

しもこしき

酉の下甑島にかけてかなり広い範囲に姫浦層灘とよぶ

2つの白亜系がある.

御船層群.

南西一北東の軸で複向斜構造をつ

くる.厚さはおよそ1500mである.

基底部に赤色岩を伴う礫岩があ

る.浅海～汽水性の砂質砂を主と

する中部と赤色泥岩～細砂岩を主

として酸性凝灰岩を挾む上部層と

からなる.局部的に層厚カミ変化し

ている.北翼の下部は南翼のもの

より堆積の開始がおくれ多分南か

ら海進が行なわれた.礫岩には結

晶片岩花陶岩安山岩石英斑岩

等一部には蛇紋岩の礫が含まれ

る.赤色岩は高温で乾湿が交互し

た特殊な気候の下で堆積が行なわれ

たことを示す.大野川層群よりは

やや古くそして異なった堆積盆地

をつくっている.薄い炭層を伴い

化石には肋!淋を｡チ曲sp.ル｡-

6α伽舳∫514Z6α肋5PAR肥NsON等の

ほかに形態などから珍しい貝化石も

見出される.植物化石には潤葉樹

の葉もある.宮古統上部からギリ

ヤｰク統に当るとみ恋される.第

78図に白亜系の貝化石の若干を示し

た.

御所浦層群

下部中部および上部に3分されるが全体として1

つの堆積輪廻を示す.厚さはおよそ950mである.

分布はあまり広くない.下部層は砂岩を主とし浅海

～汽水棲貝化石を含む.中部層は公海棲の貝化石を含

むシルト質細～中粒砂岩を主体としやや粗粒の部分に

演海～汽水棲貝化石を含む.上部層は砂岩礫岩シ

ノレト岩赤色岩などの交互した地層で汽水～浅海棲の

Pε曲1o卿^ε〃桝`o日

縦搬脈11d伽･鮒歩撫蝿灘轟紬鰹地!

函渕層群嵐長尾巧犬立目謙一郎1938原図)(長尾巧大立目謙一郎一93胴回)

冬鶴灘鰹畿繍蔚猷

P^削do榊'醐三〇

叱帥!凹!邊N^o^o

宮古層群産〔長尾巧1934原図〕Pム｡'odo㎜脾“伽芭d2'柵〃^N^o^o

富古層群産(長尾巧1934原図)

チ比'泌｡,㎜“od刎

県宮古層群副長尾巧1934原図〕

勢鎗.為二叢㍍撒鐘剛

宮古囑諜産(長尾巧193{原図)

ル淋醐(ル舳幽〕冊伽㎝た｡

(H^一^…〕

岩手県自古層議産(遼氷格1965原図〕

c閉刷伽'odo蜆帥.

北上山地鹿折層醐白亜系最下部

階一ジュラ系最上部階)産

(逮氷格ら1960原図)

第78図a

C〃｡㎜"ro切個〃加1

0腕'｡w岩手勝鱗図)

麟

吻沽㎜肥"伽冊｡fム回ム岬｡止｡岨酬“

Kl}1旧^

北上山地鹿折居醐白亜系最下部階

一ジュラ系最上部階)産

(遼本格ら1960原図)

自巫系の貝

(長尾巧1934原図)

化石�
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員化石を産する.宮古統上部階を示す菊石D舳10･

ごθ1伽尼｡∬η1棚MATSUMOTOその他を含んで全体

として宮古統上部からギリャｰク統に当り御船層群と

同時期のものである.花開岩を不整合におおって堆積

したものであるが現在では不整合関係は見られない｡

しかし下部層の下部は基底層の性質をもっている.

下部層の礫岩には片麻岩チャｰト安山岩流岩

等の礫を含む.中部層の礫岩には流紋岩や水成岩も礫

として含まれる｡上部層には凝灰岩がある.局部的

には花筒岩や片麻岩の漂礫や大磯も知られる.

姫浦層群

御所浦御船両堆積盆地とは幾分斜交しかなり広い地

域に分布する.御所浦島の南西部などでは御所浦層灘

を不整合におおう.また天草上島などでは肥後片麻岩

とこれに貫入した花崩閃緑岩をもおおう.天草下島で

は断層で結晶片岩と接する.基底部では場所によ･ゴ｡

堆積開始の時期がやや異って浦河統下部階および1二部

階を示す部分がある.基底部に当る粗粒なものか㌫､中

部層は細粒相で公海性のものをへて砂岩頁岩の互層か

らなる上部層に分かれる.厚さはおよそ1000mであ

る･多くの菊石や貝化石を含みイノセラムスでは.

1η･･㈹〃洲㈹ψllθ･∫ゐ,五〃ηα伽∫ε洲心,〃物〃舳,

工0肋肋Zホ,五あθ扮ω吻ψ伽舳の5帝に分かれる.

Pツ幽…3`P,榊㎜!,oo冊μa㎜I'困丁^N^x^

■舳地鰍榊脳巌姜

欄

1･何脚㎜｡1北｡賜阯｡｡)｡ム｡｡脆別言｡

H^Y舳I千葉県銚子宮古統産

(速本格1965原図)
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1別π此〃d白岬"畠

淡路島和泉層群産

1c"1“^w^担M^E

{1旧11滞一郭醐1而陳列

〃｡肋淋`㎜焔胴舳川N厄u㎜^柵〕

徽沸麟｡｡榊)

〃回'8山㎜o!o画山ρo^,Ifoa0氏^D^

熊本県御船嫡群産

1岡田樽有1958原剛

第78図b白亜

第79図姫浦層鱗の姶質焚化と化孫耕との関係

図Aは北東から南東に向う岩質変化と生物相と浮)関係図Bは東閥方向

のもので厚さの変化は示されていない(植脚妨郎1962による)

Iu:hoceramu塞姻wajimen竃1聾帯Pf:Pmt鍬撒蜘sfukazawaiの層雌

Ia:工｡甑蜘ak鵬e輔三箇帯Tk:丁賦an三室艶浸勘wasakiiの層準

Ij:夏｡細ponic醜帯To:Tex舳1te801ivetiの層準

Io:夏､幻ぎ1e聰舳嘗耕

工b:夏山もa-tic篶聾綿:

基盤GD1花崩閃緑岩Gn1漉片麻岩Ls1結晶質石灰恭

姫瀦綴癬I:下部累層I･aI-bLcからなる】I:中部累層

皿:土糊累層

浦河統からは｡まり最上部亜帯

綴､里はヘトナイ統下部に達する.昭

和37年4月長崎県西方の高島の三

菱鉱業高島鉱業所二子立坑の水面

下917mからカモノノ･シ恐竜

(N砂0刀ω舳伽)の上腕骨が発見

S蛇`冗而^lloεム{γo1固ro〃固〕止`㎜“冊`{To㎜一一^o^^

S11■■肥U,8山一,P･''刷H“`^lH^'^､o

番111県国分寺町和泉層群産二中野光雄1958原図〕

系の貝化石

された.太さが4C倣強長さ

10数｡mの骨片である.これに

よって従来始新統(古第三系)

高島層群の下部とされた下部赤崎

層の一部は少在くとも一部に白

亜系が伴われる.それを裏付け

て三ツ瀬の坑内から1苅06㈹〃伽

a伍."伽肋3例3あNAGAO&

MATsUMOTOも発見された.

赤崎層にははっきりした不整合

は認められてい狂いが地層の物理

的性質からほぼ境界の存在カミ推定

される.三菱鉱業所では白亜系

を三ツ瀬層古第三系を香焼鰯と

改称した.三ツ瀬層は恐竜と

肋06㈹倣ωとによって姫浦層襟�
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の一部に相当し浦河統である.

姫浦層鮮の岩質変化と化石帯との関係を地質調査所の

植田芳郎博士は第79図のように示した.

を多数に産する厚さ200m以上の地層がある.これら

は多分飛騨高原の石徹白層群の相当層で下部白亜系で

あろう.未だ分布の詳細は判っていない.

6-4赤石山地

赤石山地の縁辺部の中央構造線にそって鹿塩片麻岩ま

たはミロｰナイトとよばれるものカミある.

成に伴って圧砕されたとみ放されている.

火成岩源のものと水成岩源のものとがある.

のものが前にちょっとのべた河内層である.

の北には水窪および戸台両層カミある.

中央線の生

このうちに

水成岩源

さらにそ

河内層など

岩石は砂岩および粘板岩からなり一部は片状構造カミ

著しい･化石を産出し粗いで時代は未詳だが産状

は三重県下の和泉層群に似る.

水窪層および戸台層は西南目本外側の中列として扱っ

たが広い意味では中軸部の和泉帯の延長部として扱われ

るべきかも知れない.河内層は水窪層または戸台層と

関連性カミ大きいとも見ることができよう.

6-5関東山地

関東山地の中生界は西南日本と東北日本との双方の'

性格をそなえている.北西部のものは西南目本内帯

その南側には中軸部秩父黒帯および四万十帯のものが

ある.北西部のもの秩父黒帯および四万十帯のもの

は所属が明瞭であるが他は西南日本ほど明瞭では放い.

銚子層は人によっては外帯のものに属させることもあ

るが中軸部のものに対応するかも知れ粗い.秩父黒帯

と四万十帯に属するものはすでに述べたのでここにはふ

れない.

遍跡倉構造帯

関東山地北部の下仁岡町付近には新期の火山噴出物

の下位に推定される中央構造線の南側に白亜系がある.

このうちには従来種々の物議をかもした跡倉層が有名

である.東京教育大学の藤本名誉教授らは跡倉層は

礫岩を主体とした白亜系で三波川帯なちびに非変成古

生界の双方に衝上断層をもってのし上げたとみた6れた.

この地帯を跡倉構造帯とよぶ.この跡倉層が最初に堆

積した場所から水平的な運動によって移動し推し被せ

構造によってできたという説である.この見解を第80

図に示す･これに対して信州大学理学部長杉山隆二教

授は中央構造線にそっている摩塩片麻岩と同様なもので

あって火成岩から導かれた圧砕岩であるとの見方にた

った.

この種の岩石は礫岩砂岩頁岩からなり一部に珪

質岩や石灰岩を伴いまたこれらに貫入した石英閃緑岩

もある.いずれも圧砕作用をうけてミロｰナイトに狂

っている.東京大学の山下界博士らの研究を要約しよ

う･かつて古生界とみなされたもののうちには白亜系

かや

会もまれ原地性の白亜系は叶屋層中ノ萱層でこれ

に対し衝上地塊をつくるものは川井山石英閃緑岩とこれ

に貫入されたホノレンフエルスこれらを不整合におおう

跡倉層である.またこれらの北側の南蛇井層も白亜

系と信ぜられる.

ホルンフェルス

A.下仁阿南方の地質断固図

A北部関東

最近に群馬県片品川上流の奥から県

立大間々高校の林信吾先生ら(1965)

によって下部白亜系が発見された.

戸倉から北東魏kmにわたる範囲に断

片的に現われる.閃緑岩一班栃岩に

よって貫かれ安山岩によっておおわ

れる.青灰色中粒砂岩に植物化石

P棚砂んツ〃〃〃μ6姥π(PHILLIPS)らし

いものを含みまた貝化石を産するも

のカミある.

さらに砂岩とその上位に黒色頁岩カミ

あって頁岩中に"ω060ヅ肪αZα

械｡〃伽∫ゐKOBAYASHIandSUZUKI

西魁ク暮幕讐､ド番伽揃東

1圭生∵}いぷ㌧

PH〔､“』･一一･･■･一一I-l

B･神山クリッペ群および岳1⊥1クリッペ群の地質断面図

南北南北

西北西ク榊碕M淋･岳東南東

リ山､･.準ク山山

鱗締

�

���〰��ね

s』一

策80図関東111地のクリッペ梯の断面図(藤本治義らに1953による)�
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第81図'大霧I工1堂平衝上と安戸地窓(鱗本治義1937による)

衝上地塊の一部を放している.チャｰトまたは珪質

の泥岩および泥岩を主とし結晶質石灰岩をはさむ.一

般に破砕される.地質時代は明瞭でなく古生界がも

知れない.しかし南蛇井層が原岩ともみなされるの

で下部自亜系の可能性もある.川井山石英閃緑岩によ

って接触作用をうけたとみなされる.

叶屋層

古生界とは断層で接する.走向はほぼ東西で北に急

斜する.地層の擾乱は激しい.南限の断層にそって

安山岩や蛇紋岩が貫入している.筆者はこの断層は衝

上性のものと考えたい.砂岩泥岩の互層から狂って

中ノ萱層におおわれる.中ノ萱層の直下の部分は千枚

岩化するといわれる.厚さはおよそ350mである.

小型の二枚貝化石と炭化した植物破片しか知られていな

いので地質時代は不明だが下部白亜系と推定される.

川井山石英閃緑岩

主体は粗一中粒の石英閃緑岩であるが一部に優白質

花商岩が岩脈状に伴う.一般に圧砕構造が発達し外

観が砂岩のように見えるものもある･いずれも衝上地

塊を住している.本岩は礫となって跡倉榛岩中に見出

される.筆者は本岩は領家帯に属し秩父黒帯中に見

出される黒瀬川構造帯の三滝火成岩類に匹適する産状を

示す哩)のと考えたい.

中萱層

叶屋層を不整合におおうとみなされる.厚さは20～

30m場所によっては200mに達する.基底礫岩から

はじまり砂岩を伴う泥岩層である.礫岩はかつて中

萱礫岩とよぱれたもので礫にはチャｰト砂岩粘板

岩一千枚岩質泥岩輝緑凝灰岩石灰岩等が含まれま

れに花開質岩石もある.地層は激しく擾乱される,

肋･伽舳3･丘妨肋｡舳あ五｡£㈹ψ刎㈱{･v･r.

ツα脇,三角貝Aω械ん0切90η{αcf.∂{砂3α,菊石ウ

ニ等を産する.これらの化石からギリヤｰク統と考え

られる.山下先生らは南牧川の川床で古生界を不整合

におおうとみなされたがなおその間に多少の転位があ

ったことを認めた.ことによると衝上関係にあるかも

知れたい.本属の北限は1断屈で古生界の石灰済川井

山石英閃緑岩および跡倉層と接する.

跡倉層

下部中部および上部に3分される.下部層の多く

は跡倉礫岩で中部は砂岩にとみ跡倉砂岩ともよばれ

る.上部は砂岩泥岩の互層からなる.

跡倉礫岩本礫岩は淘汰不良の礫を含み大き在も

のは径30㎝1またはそれをこえる.礫種は花開質岩が

多くホルンフェノレスチャｰト砂岩泥岩輝緑凝･

灰岩石灰岩等のほか緑色片岩や粘板岩もある.花

庸頁岩礫の多いことが中萱礫岩と異なる.礫岩は破砕

され礫が変形され扁平となったものもあるといわれる.

中部層砂岩にとむ泥岩との互層からなる.花崩

頁岩の円礫をわずかに含む砂岩もある.本属の一部は

下部層または上部層の下部と同時異相である.植物

化石αα4ψ〃肋榊が産出している.

上部層ア0りψ桝1-0･〃伽に似た菊石二枚貝

ウニ等を含み浦河統に当たると考えられる.

跡倉相当層は秩父市北部の男岳女岳の山頂部を占め

て三波川帯および秩父黒帯の上位にも見出される.

さらにその東の寄居町南東方にも類似した地層カミあり

人によっては跡倉層または栃谷層(千葉大学前田四郎

助教授1954)とよばれる.

この付近には藤本名誉教授か大霧山おまび堂平(山)両

衝上を認めそこに生じた地窓を安戸窓とよんだ.藤

本先生のこの地質断面図を第81図に示す.

栃谷層三波川帯中に現われた地窓に見られる非

変成古生界や石英閃緑岩とも伴って現われる.礫岩

砂岩および頁岩からなる.礫岩には石英閃緑岩石英

斑岩砂岩頁岩粘板岩石灰岩チャｰト結晶片

岩低度変成の緑色岩片麻状岩等の礫を含む.地窓

をつくる衝上断層によって切断されるので安戸窓が正

しいものとすると三波川帯によって本属の上に結晶片

岩が衝上したことになり標式的な跡倉層とは産状にお

いて異存る.石英閃緑岩(金照山石英閃緑岩)に貫か

れるとみなす者もあるが石英閃緑岩体よりはおくれて

堆積したと考えるのが合理的である.

下仁田酉方の長野県には内山村に大月層とよばれる地

層がある.周囲は構造関係で第三系に取り囲まれる.�
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わずかながら化石が知られ下部白亜系と見られている.

上述した時代未詳のホルンフェノレスはその上位に跡

倉層がのりている､両首の関係はきわめてあいまいで

ある炉跡倉礫岩申にはホルンフェルスの礫が入っていた

り跡倉層自体は石英閃緑岩によってホルンフェノレス化さ

れてい杜いので不整合関係にあると考えざるを得たい.

跡倉層は北部で低角度の街上面により三波川帯の上に

のし上げている･また凪i二1一万年橘一山ノ神沢の跡

倉層の上部は広い範囲にわたって地層が運転している｡

その上にホノレンフ皿ノレス川井山石英閃緑岩および跡

倉層下部ならびに礫岩層が低角度で衝上しさらにホ

ルンフェルスおよび石英閃緑岩からたる衝上地塊が3階

建に重汝るといわれる.

筆者はこれらの関係は鱗片構造によって非変成古生

界の上に三波川帯が東方で藤本先生の指摘された大霧

山衝上の関係でのりそれらの上にホルンフェルス石

英閃緑岩および中生界カミ衝上した｡その衝上地塊は

下から叶屋層一中ノ萱層(ことによると両者の間も衝上

?)古生界一石英閃緑岩跡食上部層ホノレンフェノレス

ｰ石英閃緑岩一跡倉層下部層一跡倉礫岩ホルンフェル

スｰ石英閃緑岩(ことによると石灰岩を伴う古生界もこ

の時に衝上し藤本先生の堂平衝上に当るかも知れぬ)の

順に5～6回の衝上をくり返したのではないかと考える.

地層の逆転破砕擾乱等からみて衝上断層は必ずしも

小規模だったとは考えられない.

C下仁田構造幣

跡倉帯の北にはほぼ東西に下仁田構造帯がある.

この帯は南北両側カミ断層で幅は3～4km延長は約

11kmといわれる.山下界博士らによって研究されて

おり幾つもの新事実が発見されている.南側はいわ

ゆる跡倉帯で北側には第三系の富岡層群カミ分布する.

屯んじや

歩帯の一部にも第三系が見られる.歩帯の地層は南蛇

いこったてや虫細の性ち

井層赤津礫岩層骨立山酸性凝灰岩神農原礫岩層

ひら症あ

平滑花開岩石英閃緑岩石英斑岩および中新統である.

南蛇井層

泥岩砂質泥岩の互層からたり一部に酸性凝灰岩を

はさむ.著しく圧砕される.黒色泥岩は炭質である.

本層はおそらく湖成堆積物で中生界(下部白亜系?)

と推定される.石英閃緑岩によって貫入されてホル

ンフェノレス化したところがあり跡倉帯のホルンフェノレ

スの原岩ともみ粗される､

赤津礫岩層

本層の厚さは20～50mである.全体が灰白色でし

奏南乃殿･1.'脚東回一ムと段丘1幾北

1,1誓L1鮒LL箏主

｣吸･･
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卵82図那珂湊の海舟における地質断π咽(斎藤登志雄ら1955による)

ばしは礫が兄分けがたく礫の最大のものは径30㎝1に

達する円礫で石英斑岩が多く泥岩や砂岩もある.こ

れらの礫は灰白色粗粒砂岩で充填され質は堅硬である.

一部の構造は緩いが多くは急傾斜をしている.時代

は決定できない.

平滑花嵩岩および石英閃緑岩

平滑花商岩は優白質中粒で圧砕される.一部は岩床

状をなしている.南蛇井層を貫く.石英閃緑岩も圧

砕されていて南方の川井山石英閃緑岩に類似し衝上

地塊の源とみたされる.

石英斑岩

南蛇井層に貫入している.骨立山層との関係は不明

である.

骨立山酸性凝灰岩層

南蛇井層および石英閃緑岩が南方に向って転位したあ

とで本属と神農原礫岩層とが堆積したとみなされてい

る.一部に溶結性のものを含む中～細粒の凝灰岩であ

る.石英斑岩との関係は不明であるが双方は内帯の

面谷ないし濃飛流紋岩類に近縁なものかも知れない.

神農原礫岩

石英斑岩ないし酸性凝灰岩の礫を多く含み最も大き

いものは直径が2mに達する.花開岩や石英閃緑岩等

の礫もあり凝灰質物で充填される.かって第三系富

岡層群の基底礫岩とみなされていたが明瞭に不整合関

係も知られ第三系よりは古い部分は中生界と考えられ

る.本地域の東方寄居付近にも跡倉および下仁閏両構

造帯に類似した部分がある.秩父団体研究グノレｰプに

よって研究が行なわれている.

皿銚手付近の中生界

銚子の突端部には紡錘虫を含む二畳系と共に砂岩泥

岩および礫岩からたる白亜系がある.所期の地層にお

おわれるので厚さや他の岩石との関係がよく判らない.

菊石のP伽"oc伽3a旺.o舳伽θSTANTONOoZo〃エ､

"ω湖33〃｡去SHIM工zUCブ{oα榊5(?)sp.,λ〃似Zocε1伽�
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6ん05版η∫6SHIMIzU三角貝乃α･oかな｡〃わ力｡〃ZZ伽閉沽

(YOKOY五MA)等が知られ宮古世に当る.

亙那珂添付近の中生界(那珂鰯群)

茨城県那珂湊付近の海津にはかつて鱗新世の地煽と

みなされている中生界がある.茨城大学の斉藤登志雄

博士ら(1953)によって菊石が発見され那珂層灘とよ

ばれた.本層群は海岸付近だけに露出し広く中新統

およびその後の地層によっておおわれ分布はごく限ら

(以下33真下へ)
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上部白亜紀型の植物化肩の若干種
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